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1．はじめに

 一般国道 47 号仙台北部道路は、三陸縦貫自動車道利府 JCT(仮称)から JR 仙台総合車両所、東北新幹線上

空を横断し、富谷町富谷 JCT(仮称)により東北縦貫自動車道に結ばれ、一般国道 4 号線へ接続する延長

13.5km の自動車専用道路である。その北部道路において、当社受託箇所の橋脚基礎として連続地中壁剛体

基礎を採用している。本基礎は泥水中の場所打コンクリートであるため、品質を目視で確認することは困難

である。本稿では営業線近接で、かつ高密度配筋という条件下で高品質を求められる連続地中壁剛体基礎に

ついて、その機械式鉄筋継手や高流動コンクリートの採用等、品質確保のため検討した事項を報告する。

２．基礎概要

 基礎構造は壁厚 1.5m、深さ 33.5m、平面形状 12.0m

×16.0mの矩形 4室型の連続壁であり、先行エレメン

ト 6、後行エレメント 6、特殊エレメント 3の計 15エ

レメントから構成されている(図ー1)。各エレメントの

一般部は水平筋Ｄ 35(SD490)＠ 150、鉛直筋Ｄ

35(SD490)＠150、帯鉄筋Ｄ29＠300 及びシアコネク

ターＤ38(SD490)により構成されている。

３．高密度配筋における施工上の検討

３．１ 原設計における課題

 エレメントの鉛直筋継手は重ね継手である。先行エレ

メントと後行エレメントの継手部においては一般部配

筋に水平筋Ｄ35＠150、鉛直筋Ｄ35＠300 が重なる構

造となるため、実質的に高密度な配筋となる(鉄筋

量:300kg/m3)1)。原設計の配筋では、鉄筋間開口率が

26％となる(図－2)。使用コンクリートは連続地中壁剛

体基礎で実績のあるσck=24N/mm2、スランプ 21cm

の一般的な水中コンクリートである。しかしながら、

一般的な水中コンクリートでは原設計のような高密度

配筋におけるコンクリートの充填性確認試験は行われ

ていない。

３．２ 検討及び結果

 鉛直筋の継手を重ね継手から機械式継手法に変更す

ることとした。またコンクリートの充填性は、長さ

2.0m、高さ 1.0mの実寸大模型(図―3)を用い、型枠内に安定液を満たし、スランプ 21cmの水中コンクリー

トと自己充填性を有する高流動コンクリートの充填性確認実験を行った。打設速度は水中コンクリートが

15cm/min、高流動コンクリートは 13cm/minである。なおバイブレータによる振動締固めは行わない。
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             図－1  基礎部平面図

図－2  原設計配筋図
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使用コンクリートの配合･性質(表―1、2)、

及び実験結果を示す。

 (1)流動性能：コンクリート打設時に観察

した結果、水中コンクリートでは流動勾配

が 1:2.5 程度に対し、高流動コンクリート

ではほぼレベルの状態で充填された。

 (2)充填結果：コンクリート硬化後試験体

を切断し観察したところ、水中コンクリー

トでは一部鉄筋下部に空隙が生じているこ

とが確認された(図－4)。

(3)表面硬度の分布：試験体を打設方向に 4

断面切断し、その表面強度をシュミットハ

ンマーにより測定した。高流動コンクリー

トが全体的にほぼ均一な値を示したのに対

し、水中コンクリートは内部より表面に近

いほど、打設位置から離れるほど表面強度

が低下することが確認された(最大 60％の

強度低下)。

(4)採取コアの強度試験：配筋部内側から採

取したコア及び標準養生試験体の圧縮強度

試験を行った。結果、標準養生試験体に対し

水中コンクリートではコア強度平均比で

78％、高流動コンクリートでは 105%であっ

た(図ー5)。また強度の変動係数は水中コンク

リートのほうが 1.33倍大きな値を示した。コ

ア採取位置は型枠内部であるため、(3)で述べ

た表面硬度分布結果を考慮すると、水中コン

クリートでは表面部では更に大きな強度のば

らつきがあると考えられる。

４．考察及び改善

 以上より、当該工事における高密度配筋基礎

部では従来の水中コンクリートを用いた場合、

かぶりの外側まで均質なコンクリートを充填

する事は難しいことがわかる。実施工では各エレメントに

1～4基のトレミー管により、コンクリートの同時打設を行

う。打設時に流動勾配により凸状に打ち上がったコンクリ

ートの塑性流動が生じスライム、安定液を巻込むことによ

る強度低下も懸念される 2)。従って、このような高密度配

筋構造体には、今回実験した高流動コンクリートの適用が

適当であると判断される。また、鉄筋間の空きを確保する

ために鉛直筋継手を機械式継手とすることで、より高品質

のコンクリート構造体を得られることができると考える。
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             図－4  水中ｺﾝｸﾘｰﾄ試験体断面図

表－1  使用コンクリートの配合
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図－5 ｺｱ強度と標準養生圧縮強度比
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図ー3  実寸大模型図

表－2  高流動コンクリートの性質
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